
 

国土強靱化 民間の取組事例 204   地域全体への貢献 

社会貢献をする！ ▶地域全体への貢献 26火災・延焼を防いでいる例 

204 かんがい用水を防火用水などの地域用水として利活用する取組 
取組主体 法人番号 事業者の種類（業種） 実施地域 

軽米町土地改良区 - その他事業者 
（農業，林業） 

岩手県 

 取組の概要 

 農業用水を地域の防火用水として利活用 

 八戸平原地区は、青森県東南部と岩手県北東部に位置し、

青森県八戸市、階上町及び岩手県軽米町にまたがった国

営八戸平原土地改良事業の実施エリアである。 

 同地区では、未墾地の農地造成と既耕地の区画整理、か

んがい施設、排水路、農道等が総合的に整備された。こ

の国営事業は昭和 51年度に着手し、平成 15年度に完工

した。 

 国営事業完了に伴い、本事業区域内に位置する岩手県軽

米町土地改良区では、基幹水施設管理事業を導入することとなり、施設管理強化計画の方針の

一つとして「地域用水の確保」を掲げ、防火用水として活用を図ることとした。 

 

 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 水利条件の悪い中山間地域での防火用水の確保 

 八戸平原地区は、山林原野と畑が錯綜している中山間地域にあり、標高が比較的高い上、沢の

水量が乏しく用水として活用がしにくいなど、水利条件が悪い地域である。特に春先の天候は、

乾燥に加え、強風の日が多く、耕土の飛散等農業への支障があることに加え、林野火災がたび

たび発生する地域でもあり、地域の生命・財産を守る存在として、防火用水に期待される役割

は大きかった。 

 防火用水としての活用にあたっては、管理者である土地改良区と町、そして二戸地区広域行政

事務組合消防本部との間で、平成 17年度にそれぞれ覚書を取り交わした。 

 その翌年 7月 31日午後 1時 10分頃には、観音林地内の建物火災が発生、町からの要請により

共同給水栓を消防水利として活用した。火元の建物は全焼したものの、周辺の山林への延焼は

食い止めることが出来た。その後も小規模な火災は発生したものの、幸いなことに消火向けに

共同給水栓を利用する事態には至ってはいない。 

 

 

 

▲給水栓からの給水の様子 
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確実な災害時利用に向けて 

 当町も高齢化が進んでおり、農家の担い手がいないという事情もあり、共同給水栓の利用希望

者は微増しかしていない。このため、揚水機場がフル稼働されていない状況でもある。突発的

に起こる災害に対応するためには、日ごろから利用方法等について慣れている必要があるため、

関係機関と連携しつつ、緊急時以外においても地域用水として活用する機会（散水、訓練）設け

るなど工夫をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取組の平時における利活用の状況 

 花壇づくりや防災訓練にも活用 

 共同給水栓を農業用水だけではなく、地域用水としても利活用することで、地域の方々に共同

給水栓に対する役割の理解と愛着が深まることを期待した。 

 晴山中学校生徒による社会奉仕活動の一環として実施していた国道沿いの花壇づくりの水遣り

や、共同給水栓の所属する地元消防団の防災訓練等にも活用された実績がある。 

 

 周囲の声 

  当該給水設備は、消火栓・防火水槽の少ない郊外に多く設置されていることから、山林・原野火

災が発生した際には有効な水利として活用できる。過去に発生した火災でも活用された実績が

あり、今後も活用が見込まれる。（地方公共団体） 

 

▲給水栓 


	取組の概要
	取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点）
	取組の平時における利活用の状況
	周囲の声

